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事
業
の
実
施
や
給
食
公
会
計
化
の
開

始
、
国
民
体
育
大
会
関
係
な
ど
に
よ

り
、
歳
入
が
前
年
度
に
対
し
て
６
・

２
％
増
の
総
額
７
７
５
億
８
８
９
１

万
円
、
歳
出
が
前
年
度
に
対
し
て
７・

３
％
増
の
総
額
７
３
２
億
７
０
１
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形

式
収
支
は
43
億
１
８
７
８
万
円
の
黒

字
、
さ
ら
に
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

（
決
算
剰
余
）は
32
億
７
５
３
２
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
剰
余
金
は
法
令
に
基
づ
き
、

翌
年
度
以
降
に
積
み
立
て
な
ど
を
行

う
ほ
か
、
各
種
事
業
の
財
源
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

一
般
会
計
で
管
理
す
る
財
産
に
は

土
地
・
建
物
の
ほ
か
、
貯
金
に
当
た

る「
基
金
」が
あ
り
ま
す
。
年
度
間
の

財
源
調
整
や
特
定
の
目
的
の
た
め
の

資
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

年
度
間
の
財
源
調
整
に
は
、
借
金

で
あ
る「
市
債
」を
発
行
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
長
期
間
利
用
す
る
施
設

建
設
の
た
め
、
次
世
代
に
も
費
用
を

負
担
し
て
も
ら
う
よ
う
な
場
合
に
有

効
な
手
段
で
、
後
の
返
済
が
大
き
な

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
計
画
的
な
発

行
に
努
め
て
お
り
、
合
併
以
降
は
残

高
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
給
料
な
ど
の
入
っ
て

く
る
お
金
と
、
食
費
・
光
熱

水
費
・
教
育
費
な
ど
の
出
て
い
く
お

金
を
計
算
し
な
が
ら
家
計
を
や
り
く

り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

霧
島
市
で
は
、
１
年
間
に
い
く

ら
お
金
が
入
っ
て
く
る
か（
歳
入
）と
、

ど
の
仕
事
に
い
く
ら
お
金
を
使
う
か

（
歳
出
）を
見
積
も
り
、
計
画
を
立
て

て
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

お
金
の
計
画
を
見
積
も
っ
た
も
の
を

「
予
算
」、
予
算
に
基
づ
い
て
や
り
く

り
し
た
結
果
を「
決
算
」と
い
い
ま
す
。

市
で
は
条
例
に
基
づ
き
毎
年
11
月
、

前
年
度
決
算
と
現
年
度
の
財
政
事
情

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

歳入歳出

298億6,217万円
（24万863円）

120億3,706万円
（9万7,089円）

81億3,057万円
（6万5,579円）

50億4,150万円
（4万664円）

22億708万円
（1万7,802円）

61億9,320万円
（4万9,953円）

41億6,050万円
（3万3,558円）

56億3,805万円
（4万5,475円）

175億6,727万円

40億5,180万円

160億7,215万円

150億8,383万円

47億5,138万円

61億5,055万円

44億5,199万円

94億5,994万円

（  ）内は市民一人当たりの金額

市税	 市民税や固定資産税など市に納められた税金
国庫支出金　市が行う特定の事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税	 �地方公共団体が等しく行政サービスを提供できるよう、一定の基

準により国から自治体に配分された税金
県支出金	 市が行う特定の事業に対して、県から交付されたお金
繰越金	 前年度から繰り越されたお金
繰入金	 基金（市の貯金）や特別会計などから繰り入れられたお金
市債	 �市が行う公共事業などの財源として、財政負担の平準化および世

代間の負担の公平などを図るため、国などから借りたお金
その他	 �地方消費税交付金、使用料及び手数料、諸収入、地方譲与税、分

担金及び負担金、財産収入、寄附金として納められたお金など

民生費　　　高齢者や障がい者、児童の福祉推進などに使われたお金
総務費　　　�総務人事管理、財産管理、企画調整、地域振興、税務事務などに

使われたお金
教育費　　　�公立学校の管理運営や施設整備、生涯学習の推進などに使われた

お金
公債費　　　�これまでに公共事業などの財源として借り入れた借金 ( 市債 ) の

返済に使われたお金
衛生費　　　ごみ、し尿の処理や健康増進事業などに使われたお金
土木費　　　�道路や公園、公営住宅などの整備に使われたお金
農林水産業費�	 �農業、林業、畜産業、水産業などの振興に使われたお金
その他　　　�消防費、災害復旧費、議会費、労働費、商工費、公営企業会計へ

の支出金に使われたお金

用 語 説 明（歳入）

用 語 説 明（歳出）

その他／ 7.6％
農林水産業費／ 3.0％

衛生費／ 6.9％

土木費／ 5.7％

公債費／ 8.5％

教育費／ 11.1％

総務費／ 16.4％

民生費／ 40.8％

その他／ 12.3％

市債／ 5.2％
繰入金／ 5.7％

県支出金／ 7.9％

繰越金／ 6.1％

市税／ 22.7％

地方交付税／ 19.4％

国庫支出金／ 20.7％

令和５年度   一般会計の決算
775億8,891万円732億7,013万円

◎市債残高の推移（令和５年度末現在）

区　　分 現  在  高
土　　地 3,664ha

（うち市有林） （2,018ha）
建　　物 898,444㎡

基
　
金

計 270億7,584万円

内
　
訳

財 政 調 整 基 金 57億2,660万円
減 債 基 金 31億7,757万円
特定建設事業基金 53億5,468万円
そ の 他 の 基 金 128億1,699万円
有 価 証 券 2億4,150万円

（企業会計を除く）

（企業会計を除く）

◎財産の状況（令和６年３月31日現在）
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※平成30年度までは下水道分を含む。

ま
ち
の

家
計
簿665 466億

336万円

市民一人当たりに使ったお金は
歳出決算額	 令和６年1月1日
	 現在の人口
732億7,013万円 ÷ 123,980人

＝59万983円
でした。

霧島市の
財政事情を
公表します
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指　数　な　ど 令和５年度 令和４年度

❶ 財政力指数 0.54 0.54

❷ 経常収支比率 87.8％ 87.2％

健
全
化
判
断
比
率

❸ 実質赤字比率 － －

❹ 連結実質赤字比率 － －

❺ 実質公債費比率 6.0％ 6.5％

❻ 将来負担比率 － －

❼ 資金不足比率 － －

過去の財政事情はホームページに掲載しています。

◎特別会計

市
の
お
金
が
足
り
て
い
る
か
」

「
借
金
を
し
過
ぎ
て
い
な
い

か
」
な
ど
、
市
の
財
政
が
健
全
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
物
差
し
と
し
て
、

各
種
指
標（
下
表
）が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
削
減
が
難
し
い
義
務
的

経
費
な
ど
の
経
常
的
な
支
出（
固
定

的
に
支
出
さ
れ
る
お
金
）が
、
市
税

な
ど
経
常
的
な
収
入（
安
定
的
に
確

保
で
き
る
見
込
み
の
お
金
）に
占
め

る
割
合
を
示
す「
経
常
収
支
比
率
」

は
、
前
年
度
と
比
べ
て
０
・
６
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
、
87
・
８
％
と
な
り
ま

し
た
。

国
が
法
で
定
め
て
い
る「
健
全
化

判
断
比
率
」
関
係
で
は
、
財
政
規
模

に
占
め
る
借
入
金
返
済
額
の
割
合
を

示
す「
実
質
公
債
費
比
率
」
が
前
年

度
と
比
べ
て
０・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
６
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。
一

般
会
計
と
企
業
会
計
を
含
む
全
会
計

の
実
質
赤
字
額
に
関
す
る
比
率
や
、

将
来
の
実
質
的
な
財
政
負
担
の
大
き

さ
を
示
す
比
率
は
い
ず
れ
も
、
国
が

健
全
化
を
促
す
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
、
本
市
は
お
お
む
ね
健
全
な
財
政

運
営
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

会　計　名
収益的収入・支出 資本的収入・支出

収　入 支　出 収　入 支　出
水 道 事 業 26億2,453万円 17億7,636万円 300万円 13億 598万円

工業用水道事業 2,834万円 2,399万円 0万円 7万円

下 水 道 事 業 14億1,513万円 12億 720万円 6億 249万円 9億4,781万円

病 院 事 業 67億7,070万円 74億 474万円 47億4,190万円 52億4,508万円

計 108億3,870万円 104億1,229万円 53億4,739万円 74億9,894万円

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補っています。

収益的収入・支出／企業の経営活動に伴って発生する収益と費用（料金収入、人件費など） 
資本的収入・支出／将来の経営活動に備えて行う建設改良などに関する費用とその財源となる収入

◎主な指数など（決算統計、健全化法）

※�「－」の表記は、赤字額、将来負担比
率、資金不足額がないため、記載
すべき比率がないことを表します。

会　　計　　名 予  算  現  額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 145億1,450万円 57億6,735万円 39.7% 52億8,979万円 36.4%

後期高齢者医療 19億1,273万円 6億 792万円 31.8% 5億8,760万円 30.7%

介 護 保 険 114億1,272万円 50億9,929万円 44.7% 46億6,499万円 40.9%

交 通 災 害 共 済 1,675万円 2,876万円 171.7%   244万円 14.6%

温 泉 供 給 7,943万円 3,873万円 48.8% 2,774万円 34.9%

◎財産と市債の状況

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補っています。

※�一人当たり現在高は、同日現在の住民基本台帳人口
123,127人で除して算出したものです。

◎特別会計
区　分 現 在 高 一人当たり現在高

土　　地
（うち市有林）

3,664ha 0.030ha
（2,018ha） （0.016ha）

建　　物 898,845㎡ 7㎡
基　　金 277億1,516万円 225,094円

内
訳

積立基金 241億6,179万円 196,235円
その他の基金 35億5,337万円 28,859円

有価証券 2億4,150万円 1,961円
市　　債 437億5,846万円 355,393円

用 語 説 明

令和６年度上半期　　　　　の財政状況（９月30日現在）

●❶ 財政力指数	� 地方交付税法に基づき算出した支出に対する収入の割合を
指標化したもの（３年間の平均値）。一般的に「１」に近いほ
ど、さらに「１」を超えるほど財政力が強いとされる。

●❷ 経常収支比率	� 義務的経費など、削減が難しい経費がどの程度あるか指標
化したもの。比率が低いほど、お金の使い道に自由度があ
るとされる。

●❸ 実質赤字比率	� 一般会計などの財政規模に対する実質赤字額の比率。（早期
健全化基準：11.6％）

●❹ 連結実質赤字比率	� 全会計を対象とした財政規模に対する実質赤字額か資金の
不足額の比率。（早期健全化基準：16.6％）

●❺ 実質公債費比率	� 財政規模に対する借入金返済額などの比率（３年間の平均
値）。（早期健全化基準：25％）

●❻ 将来負担比率	� 一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可能性
のある負担などの現時点での残高が、財政規模に占める比
率。（早期健全化基準：350％）

●❼ 資金不足比率	� 公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率（霧島
市の公営企業会計：温泉供給、水道事業、工業用水道事業、
下水道事業、病院事業）。（経営健全化基準：20％）

◎一般会計（歳入） ◎一般会計（歳出）
予算現額 収入済額 予算構成比 収入率

国庫支出金 168億9,885万円 36億6,803万円 21.7% 21.7%
市 税 160億2,700万円 100億7,336万円 20.5% 62.9%
地方交付税 133億　　　 円 100億2,245万円 17.0% 75.4%
市 債 72億5,320万円    0円 9.3% 0.0%
県 支 出 金 59億8,401万円 3億8,054万円 7.7% 6.4%
繰 入 金 48億3,959万円    0円 6.2% 0.0%
繰 越 金 37億 124万円 43億1,878万円 4.7% 116.7%
そ の 他 100億4,558万円 44億 147万円 12.9% 43.8%
歳 入 合 計 780億4,947万円 328億6,463万円 100.0% 42.1%

霧島市では、年度ごとの「まちの家計」の収支を保ちながら、将来にわたり持
続的な財政運営ができるよう取り組んできました。

今後も限られた財源を有効活用するために、既にある事業の効果や効率性など
を常に検証した上で、内容の見直しを図り、節減・合理化の取り組みを進めます。

これからも市民の皆さんが安心して暮らすことができるよう、身の丈に合った
健全な財政運営に努めていきます。
��問＝財政課  ☎（64）0917

（企業会計を除く）

霧島市の財政事情を公表します

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 144億7,254万円 142億9,862万円 1億7,392万円

後 期 高 齢 者 医 療 17億2,607万円 17億1,811万円 796万円

介 護 保 険 118億9,344万円 113億7,417万円 5億1,927万円

交 通 災 害 共 済 3,519万円 976万円 2,543万円

温 泉 供 給 8,949万円 8,214万円 735万円

計 282億1,673万円 274億8,280万円 7億3,393万円

用語説明

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
に

令和５年度   特別・企業会計の決算
霧島市には、五つの特別会計と四つの企業会計があります。決算状況は表のとおりです。

ここでは今年度上半期の財政状況をお知らせします。
一般会計予算現額780億4,947万円に対し、収入率が42.1％、執行率が35.6％となっています。

会　　計　　名
収益的収入・支出 資本的収入・支出

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業
予算額 23億9,307万円

39.7%
19億7,218万円

18.7%
35億 240万円

0％
49億2,577万円

12.8%
収入済額または執行済額 9億4,923万円 3億6,903万円    0円 6億3,240万円

工業用水道事業
予算額 2,749万円

8.8%
2,749万円

3.6%
   0円

－
   18万円

0％
収入済額または執行済額   243万円    98万円    0円    0万円

下水道事業
予算額 14億5,143万円

50.9%
12億7,923万円

13.0%
32億4,324万円

2.1%
37億3,558万円

20.9%
収入済額または執行済額 7億3,865万円 1億6,693万円 6,931万円 7億8,223万円

病 院 事 業
予算額 78億3,519万円

44.5%
94億3,848万円

35.4％
99億2,990万円

0％
104億6,238万円

43.0%
収入済額または執行済額 34億8,868万円 33億3,690万円    0円 45億 8万円

まちの家計簿 

予算現額 支出済額 予算構成比 執行率

民 生 費 285億4,966万円 107億9,831万円 36.6% 37.8%
総 務 費 116億8,860万円 37億3,214万円 15.0% 31.9%
教 育 費 81億1,283万円 31億8,325万円 10.4% 39.2%
衛 生 費 76億4,743万円 20億8,222万円 9.8% 27.2%
土 木 費 71億3,731万円 16億5,784万円 9.1% 23.2%
公 債 費 59億3,634万円 29億2,434万円 7.6% 49.3%
農林水産業費 27億6,147万円 7億7,392万円 3.5% 28.0%
そ の 他 62億1,583万円 26億7,202万円 8.0% 43.0%
歳 出 合 計 780億4,947万円 278億2,404万円 100.0% 35.6%

家
計
簿

決
算
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第二次霧島市総合計画に基づいて
霧島市では、総合計画に基づき、まちづくりを進めています。市の将来像は「人にやさしく  人をはぐくむ  一人ひとりが輝きにぎわう  多機能都市」。これを実現するために六つの政策を設定して
います。今回は令和５年度に実施した事業の一部を紹介します。

産業の活力があふれ、
交流と賑わいが生まれるまちづくり

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施地区

霧島市商工業者
融資支援事業

実質無利子・無担保の新型コロナウイルス
関連融資の借り換えなどで発生する利子や
保証料を補助（99件）

3,024万円 全域

★担い手経営発展等
支援事業

物価高騰の影響を受ける認定農業者・新規
就農者など43事業体の農業用機械・施設の
導入などを支援

4,578万円 全域

森林環境譲与税事業
（担い手育成・確保に

関する事業）
林業の担い手や新規就労者の育成を支援し、
高性能林業機械のリースを支援 876万円 全域

観光バス運行事業
登山者や鹿児島空港を利用する観光客の交
通手段確保のため、霧島連山周遊バス・妙
見路線バスを運行

2,412万円
国分・溝辺
牧園・霧島

隼人

にぎわい
南九州の交通の要衝である本市の特性を生かして、観光振興

など多角的な視点から、国内外から多くの人が訪れ、人々が行
き交うまちづくりを目指しています。
商工業では創業しやすい環境の整備や地場産業の競争力強

化を図るとともに、社会経済の環境や需要の変化に対応した企

業誘致を進めることで働く場を確保し、若者が地元で働ける環
境の整備に取り組んでいます。農林水産業では経営基盤を強化
し、担い手を確保・育成することで強い産業を築くとともに、地
域の特性を生かした６次産業化・ブランド化の推進で付加価値
の向上や、地産地消・地産外消を図っています。

AI活用型
オンデマンドバス実証運行事業
事業内容／ＡＩオンデマンド交通「き
りしまＭワゴン」の実証運行を開始し、
新たな交通システムとしての導入効果
を検証　事業費／1,588万円　実施
地区／国分・隼人の一部中心市街地、
溝辺の北部エリア

※事業費は千の位を切り上げています。

本市では多様な立場の地域住民が役割を分担し、支え合いな
がら自分らしく活躍できるコミュニティを育成し、公的な福祉
サービスと融合した、地域における包括的な支援体制の構築を
推進しています。活力ある地域社会を築いていくために、ライ
フステージや個人の健康状態に合わせた健康づくり、病気の予
防を支援するとともに、市立医師会医療センターの機能拡充な

ど、保健・医療体制の充実を図っています。
妊娠期から乳幼児期までの切れ目のない支援によって、誰も

が安心して子どもを産むことができ、子育ての幸せや楽しさを
実感できる環境を整備しています。共生社会の実現に向け、高
齢者や障がい者（児）の支援を充実させ、誰もが支え合いながら
生き生きと暮らせるまちづくりを目指しています。

誰もが支えあいながら
生き生きと暮らせるまちづくりやさしさ

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施
地区

就学前教育・
保育施設整備事業

保育環境などの充実を図るため、認定こど
も園など４カ所の増改築などを補助 6億1,485万円 全域

基幹相談支援
センター運営事業

身体・知的・精神・発達障害がある人や障が
い児、難病患者と家族、関係者に対する総
合的な相談支援をはじめ、支援困難事例に
対する専門的な相談支援などを実施

2,142万円 全域

産後支援事業
出産直後の母親に対して、心身のケアや育
児のサポートなどを行うとともに、乳児の
ケアを行うことで、産後も安心して子育て
ができる支援体制を確保

1,508万円 全域

保育環境改善等事業
園児の安全対策向上を図るため、認定こど
も園15施設に対し、送迎用バスへの置き去
り防止ブザーの設置に必要な経費を補助

517万円 全域

障害者手帳アプリ
（ミライロＩＤ）
導入事業

手帳情報の提示をスマートフォンのみで可能
にするため、民間会社が提供するスマートフォ
ン用アプリを導入。アプリ上で表示される手
帳情報だけで市内の各公共施設などで障害
者割引を利用できるようにするための条例改
正を実施

０円 全域

高齢者の保健事業と
介護予防の一体的実施事業
事業内容／心身機能の維持・向上やセル
フケアの習得、地域活動への参加を図る
ため、座ってできる運動や栄養・口腔ケア
などの講話を行う運動体操サロンを実施
事業費／ 517万円　実施地区／全域

★の事業は地方創生臨時交付金活用事業

みどりあふれる快適で
暮らし続けたいまちづくりくらし

本市は風光明
めい
媚
び
な自然に加え、広域的な交通網が整備された、

利便性の高い都市機能を持っています。この特性を生かし、道
路や住宅、超高速ブロードバンドを整備し、生活基盤のさらな
る充実を図っています。ごみの減量・資源化や環境美化活動な
どによって環境負荷の軽減と自然環境の保全を進め、将来にわ
たって都市と自然との調和を持続発展させていきます。

誰もが安全で安心な生活が送れるように、災害に強い防災基
盤の整備や救急・救助体制の充実、交通安全・防犯対策や健全
な消費生活の推進に取り組んでいます。
地域で助け合える仕組みを構築し、関係機関との連携によっ

て防災力・防犯力を高め、快適で暮らし続けたいまちづくりを
推進しています。

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施地区

森林経営管理事業
（森林環境譲与税）

森林が持つ公益的機能を持続的に発揮させ
るため、森林経営管理に伴う意向調査や伐
採地の巡視活動などを実施

1,771万円 全域

（仮称）霧島市クリーン
センター整備・運営事業

新たなごみ処理施設の令和８年３月の供用
開始に向けた建築工事を計画的に実施 9億8,012万円 国分

空家等対策事業
空家対策の普及啓発を図り、倒壊の恐れの
ある空家に対する指導の実施や解体費用の
一部を補助（16件）

472万円 全域

下水道事業
（雨水対策）

浸水対策として姫城地区で排水路整備（排
水管86.2mの埋設工事）を実施 1億6,796万円 隼人

公園改修事業
事業内容／東公園、松木野口地区ふ
れあい広場、日当山温泉公園、まき
のはら運動公園の遊具改修　事業費
／4,070万円　実施地区／国分、隼人、
福山

２年前に県外で発生した、送迎バ
スの置き去り事故。熱中症で亡く

なった園児と同じ年齢の子どもを持つ私
にとっては、他人事とは思えませんでした。
その後、置き去り防止ブザーの設置が義
務付けられ、わが子が通う認定こども園
のバスにも設置されました。子どもが楽
しみにしている園外保育でもバスの出番
が多いので、先生方の目視だけでなく機
械を使った確認の目が増えることは、子
どもたちの安全と保護者の安心につなが
るのでうれしいですね。

INTERVIEW

二重の置き去り防止対策に安心感

西村 世里香さん （35）国分在住

颯
そう

将
すけ

ちゃん（6）・涼香ちゃん（3）

安全装置が設置された送迎バスの利用者
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企業やＮＰＯ、地区自治公民館など、さまざまな主体と連携
することで市民主体のまちづくりを展開するとともに、国内外
の姉妹都市などとの交流を通じて相互理解を深め、国際的に活
躍できる人材の育成を図っています。
人口が減少する中、地域を元気にする人材の育成や移住・定

住の促進、交流人口の拡大などに取り組み、活力ある地域づく
りを推進しています。広域行政の推進と企業や学術・金融機関
などとの積極的な連携を図り、本市のブランド力を高めるシティ
プロモーションと連動した戦略的かつ施策を超えた取り組みの
強化を図っています。

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費

異動受付支援システム
導入事業

国分シビックセンターにおける転入などの住民異動の手続
きで、書類に記入する負担を最小限にするシステムを導入

（異動件数：令和６年１月22日～３月31日で1,046件）
2,703万円

事　業　名 事　業　成　果

ふるさと納税
促進事業

霧島市を応援する市外の人からの寄付(63,632件、16億4,181万円）に
より歳入を確保し、市内で生産・加工などされた産品を返礼品として取
り扱うことで地場産業の振興を図った

市税収納事務 スマートフォン決済アプリや二次元コードを活用して納税手段を拡充す
ることで、納税しやすい環境を整備

公共施設マネジメント
計画進行管理事業

施設の命名権を売却し対価を得るネーミングライツ・パートナー制度の
導入（令和６年度から５年間で歳入見込額2,530万円）や、民間提案制度
を活用した国分シビックセンターの照明LED化など、新たな財源確保や
コスト削減を図る取り組みを実施

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施地区

移住定住促進補助事業
中山間地域の活性化や空き家の有効活用を図る
ため、移住者に補助金を交付（市外からの転入
52世帯146人、市街地からの転居10世帯33人）

1,489万円 全域

地区活性化支援事業 地区自治公民館や自治会が行う、地域の活性化
につながる事業を助成（635件） 1,881万円 全域

家庭児童相談事業 子育て、児童虐待、DVなどの相談・支援を実
施 2,670万円 全域

ＣＩＲ（国際交流員）
招致事業

外国青年を招致し、地域レベルの国際交流を実
施 1,042万円 全域

少子高齢化や人口減少により、市税収入など行政運営のため
の資源の確保が不透明な中、社会保障関係経費や公共施設の維
持・管理に係る費用負担の増加などで、本市を取り巻く財政状
況は厳しさを増しています。ますます増える行政需要に的確に対
応するため、限られた財源などの資源を効果的で効率的に生か
す行政運営が求められています。

市民の需要を的確に把握し、行政情報をより分かりやすく伝
えることで、サービス向上や市民と行政間の情報・意識の共有を
図っています。業務改善と人材育成に努め、経営の視点に立った
行政運営を進めます。また、持続可能な財政運営を目指し、経
費の見直しや公共施設保有量の適正化による経費削減、市債残
高の縮減、基金確保などに取り組んでいます。

霧島ジオパーク推進事業
事業内容／霧島ジオパーク推進連絡
協議会の事業運営費として負担金を
支出。関係機関や民間団体などと連
携し、地球遺産の保全や防災への取
り組みを実施　事業費／ 183万円　
実施地区／全域

学校を取り巻く環境は、不登校や特別な配慮を要する児童・
生徒への対応など複雑・多様化しており、家庭や地域を取り巻
く社会環境も大きく変化しています。
学校、家庭、地域社会、企業などと連携しながら、特色ある

開かれた学校づくりを進めるとともに、自他の生命を尊重する

教育を推進し、安全で安心して学べる教育環境の整備に取り組
んでいます。
本市特有の文化の継承・創造に努めながら、誰もが生きがい

を持って健全に過ごせるように、学習環境の整備とそれぞれの
世代に応じた学習情報の提供に努めています。

社会を生き抜く力と生涯を通じて
学びあう力を育むまちづくり

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施地区

学校給食費
管理事務事業

保護者の利便性向上や負担の公平性の確
保、教職員の負担軽減のため、学校給食
費を公会計に移行

6億5,477万円 全域

霧島公民館移転事業
霧島保健福祉センターを改修し、霧島公
民館の機能を移転、令和６年４月オープ
ン

1億6,886万円 霧島

国民体育大会等
推進事業

国民体育大会正式競技６競技、公開競技
１競技、デモンストレーションスポー
ツ２競技、障害者スポーツ大会正式競
技１競技を市内で実施（参加者・来場者
74,319人）

6億2,747万円 全域

小学校学校施設整備事業
中学校学校施設整備事業

経年劣化により老朽化が著しい建物の
長寿命化改良工事などを実施（国分北小、
竹
た か ぜ

子小、三体小、溝辺中、横川中、霧島
中、隼人中）

21億 922万円
国分・溝辺
横川・牧園
霧島・隼人

きりしまっ子立志育成事業
事業内容／豊かな自然環境の中でさ
まざまな体験活動を行い、多様性を
認め心身共にたくましい「きりしまっ
子」を育成する　事業費／ 363万円
実施地区／全域

関平鉱泉販売・管理運営事業
事業成果／自治体直営という強みを
生かし、安心・安全な製造販売や施
設の適切な管理運営を実施。５年
連続で前年度売上を上回り、鉱泉水
のみで売上４億２千万円を達成

はぐくみ

市民とつくる
協動と連携のまちづくり

信頼される行政経営による
まちづくり

きょうどう

しんらい

第二次霧島市総合計画に基づいて

クルマエビの一貫生産で安心安全な自慢
の商品に付加価値を付けるため、ゲン

セン霧島の認定を受けブランド化を進めてきま
した。贈答品として利用されることが多いクル
マエビやヒラメなどの商品を全国にＰＲするた
め、ふるさと納税の返礼品に登録。「鹿児島県
産」ではなく「霧島市産」として、全国へのＰＲ
に役立っています。ふるさと納税の寄付金は
市のまちづくりや子育てなどに活用されている
そうなので、企業理念である地域貢献にもつ
ながり満足しています。

INTERVIEW

ふるさと納税で地域貢献にも

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
が
主
役

今回は令和５年度に実施した事務
事業について、「第二次霧島市総合計
画」（以下「総合計画」）の六つの政策
に沿って、その一部を紹介しました。
■霧島市の行政経営

総合計画は霧島市の全ての計画の
最上位に位置し、会社に見立てると

「経営方針」に当たります。
総合計画の進行管理に当たっては、

民間企業などで使われている目標管
理の手法を取り入れた「行政評価」を
活用しています。

行政評価では限られた財源を有効
に活用するために、施策や事務事業
の目的・目標に対して取り組んだ事
業の成果を分析・検証します。目標
が達成されていない場合は、何が原
因なのかを分析して事務事業を見直

し、改善策を次年度以降に反映させ
ていきます。

総合計画は「まちづくり」のための
「台本」であり、その主役は皆さんで
す。「このまちに住んで良かった」と
実感できるようなまちをつくるため
に、市民の皆さんのご理解、ご協力
をお願いします。
���問＝企画政策課  ☎（64）0914

MBC開発㈱地産事業本部

古賀 佳
よし

久
き

さん （55）

ふるさと納税タイアップ事業者
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Topic of kir ishima city まちの話 題

官
民が連携し企業と求職者のマッチングを行う地
域雇用創造協議会が、10月１日に設立されまし

た。地域課題である労働力不足解消を目的とする同協
議会は、令和８年までに145人の雇用創出を目指します。

国
内最古級の大規模定住集落が発見された上野原
遺跡がある上野原縄文の森。開館から22年を

経て最新の研究成果などを反映するため展示館をリニ 
ューアルし、10月５日に記念セレモニーが行われました。

ハンドボールユースアジア選手権
日本代表、悲願の初優勝に貢献

第
10回ハンドボールユースアジア選手権が９月
３日からヨルダンで開催され、日本代表が悲願

の初優勝を成し遂げました。ゴールキーパーとして勝
利に貢献した国分高校３年の安水昂大さんが10月１日、
市役所を訪れ、市長に結果を報告。安水さんは「目標
にしていたアジアチャンピオンを達成できてとてもう
れしい。来年７月にスロベニアで世界選手権が開催さ
れるので、その大会でも日本代表として活躍できるよ
う練習に励みたい」と今後の抱負を力強く話しました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

世界の文化を楽しく体験 音楽の力でまちを元気に

縄文の森展示館リニューアル地域雇用の活性化を目指して

サ
ン・あもりで９月29日に霧島ミュージックフェ
アが開催。高校生ボランティア団体・メテオー

ルの司会の下、児童のダンス披露や学生による飲食
販売などがあり、学校外での活躍の場にもなりました。

異
文化を体験してもらおうと９月29日、市役所前
広場などでカルチャーフュージョンフェスティバ

ルが初開催。世界の食べ物を味わったり、外国の楽器
を演奏したりと、来場者は異文化交流を楽しみました。

き り し ま 給 食 通 信 令和６年11月６日  vol.45

市では、食育の生きた教材となる学校給食を通して、食に関する正しい知識や食文化の継承、
自然の恵みなどを学ぶ取り組みを進めています。このコーナーでは、給食メニューをレシピとともに紹介します。

給
食
通
信

家
庭
で
楽
し
む

ブロッコリーから水分が出るので、耐熱カップに具材を入れたらすぐに焼きましょう。
調理の
ポイン

ト

マヨネーズがいいアクセントです。

当日当日ののメニューメニュー

コッペパン　牛乳
ポークビーンズ

野菜のカップ焼き

高千穂小学校６年生の給食風景

牧園学校給食センター
牧園町宿窪田813-11  ☎（76）1764
◦�食数：340食　◦配布先：牧園中、牧園小、三体小、万膳小、

高千穂小、中津川小、持松小 

マヨネーズと
こんがりチーズで
野菜をおいしく

作り方材料（4人分）

RECIPE 野菜のカップ焼き kcalkcal

1 人分

133133

①�ブロッコリーを小房に分けてゆでておく。
②ウインナーを５㎜幅の輪切りにする。
③�フライパンにオリーブオイルを引いて熱し、②と

コーンを軽く炒める。
④�耐熱カップに、①を入れてマヨネーズをかけ、そ

の上に③ととろけるチーズを順に乗せる。
⑤180℃に温めたオーブンで15分焼く。

ブロッコリー	 140g
ウインナー	 20g
オリーブオイル	 小さじ1/3
コーン（缶詰）	 32g
マヨネーズ	 大さじ３強
とろけるチーズ	 32g

耐熱カップ	 ４枚
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て てくく

くくぱ ぱ

楽しい育児をサポートする
コーナーです。子どもと一
緒に出かけたい場所や育児
に役立つ情報などを紹介し
ます。

vol.
49

育児を楽しもう

紹
介
者

コロナの頃、安心して子どもたちと
食事を楽しめるお店を探していて、

キッズスペースがあると聞き訪れました。
白を基調とした店内は木材がふんだんに
使われていて、温かみのある落ち着いた
雰囲気。大きな窓からはゆったりと流れ

る天降川を眺めることができて、リラッ
クスしながら食事ができますよ。

季節に合わせた旬の野菜や果物が豊富
に使われたランチは、優しい味わいです。
こだわりの寝かせ玄米を使ったもちもち
のご飯も味わえます。子どもたちはキッ

ズスペースで遊んだり、プロジェクター
でアニメを見たり、退屈することなく過
ごせます。

日帰り入浴ができる温泉施設もあるの
で、普段の疲れを癒やすちょっとしたご
褒美に訪れてみるのもいいですね。

スタッフから一言／温泉旅館に気軽に子ども連れで来てほしいというコンセプトの下、お店を
オープンしました。鹿児島の旬の食材を存分に使用した自慢の月替わりランチ・ねむのき御膳を、
家族とゆったりした空間でお楽しみください。

SMILE KIDS ３歳までの子どもを紹介します。11月生まれのみんな、ハッピーバースデー♪

投稿募集中!
12月号に掲載する子ど
もの写真を募集していま
す。下の応募フォームか
ら申し込みください。申
し込み多数の場合は抽選
です。
⃝�対象＝令和３年～５年の
12月生まれの子ども
（住民票が霧島市）
⃝�期限＝11月19日（火）

➡�応募フォームは
こちらから保護者：翔太さん

穏やかB
ボーイ

oyの椿葵、
兄たちにもまれながら
大きくなぁれ

福山

1歳

保護者：竜生さん

パパとママの宝物♥
元気いっぱい
育ってね☆

国分

保護者：翔平さん

じゅり♥
れいりねぇねとなかよく
たくさんあそぼうね！

国分

2歳

保護者：賢太郎さん

好奇心旺盛なりつ☆
大好きだよ♥

横川

3歳 3歳

問＝秘書広報課  ☎（64）0955

普
段
頑
張
っ
て
い
る
自
分
に
ご
褒
美
を
。佛

ほとけ
山
やま
 正樹さん（30） ・久美さん（31）国分在住

凛
り
桜
お

ちゃん（5）・大
ひろ
翔
と

ちゃん（3）

隼人町嘉例川4386  ☎（77）2201

営業時間：午前11時30分～
午後２時30分 ※前日までに
要予約。店休日：水曜日 駐車
場：30台

食事の後は温泉でのんびりと

ネムノキ茶屋

CIVIC NEWS
■□ 座敷　■□ 個室　■□ 授乳室
■□ 離乳食持込　■□ 子ども椅子
■□ キッズスペース
■□ おむつ替え室　■□ 子ども皿

市
で
は
広
報
誌
の
ほ
か
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
の
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
２
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
旬
な
情
報
を
発
信
中

■
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
市
政
情
報
番
組

　
「
知
っ
得
情
報
ク
ロ
ス
き
り
し
ま
」

月
曜
か
ら
金
曜
の
朝
夕
２
回
、

市
の
職
員
が
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
最
新
の

情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ラ

ジ
オ
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

⃝
�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な
ら

さ
ら
に
便
利
に

・�

全
国
ど
こ
で
も
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す

・�

プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
、
災
害
時
の

警
報
や
避
難
所
開
設
情
報
の
ほ

か
、警
察
が
発
信
す
る
不
審
者
・

声
か
け
事
案
な
ど
の
情
報
が
届

き
ま
す

⃝
�

放
送
日
時
＝
月
曜
～
金
曜
／
午

前
８
時
～
８
時
10
分
、
午
後
５

時
30
分
～
５
時
40
分

⃝
�

番
組
を
聴
く
方
法

・�

ラ
ジ
オ
＝
周
波
数
76
・
９
メ
ガ

ヘ
ル
ツ

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
＝「
Ｆ
Ｍ
プ
ラ

プ
ラ
」ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
、「
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
」
を
選

択
・
登
録

災
害
時
の
情
報
収
集
は

こ
れ
に
決
ま
り

■�

地
域
情
報
配
信
ア
プ
リ

　
き
り
し
ま
防
災
・
行
政
ナ
ビ

き
り
し
ま
防
災
・
行
政
ナ
ビ（
き

り
防
ナ
ビ
）
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
所
な
ど
の
防
災
情
報
だ

け
で
な
く
暮
ら
し
の
情
報
を
、
誰

で
も
簡
単
に
入
手
で
き
る
ア
プ
リ

で
す
。
災
害
発
生
時
は
プ
ッ
シ
ュ

通
知
に
よ
り
、
避
難
情
報
な
ど
を

確
実
に
入
手
で
き
ま
す
。

外
国
語
や
音
声
伝
達
に
も
対
応

し
て
い
る
の
で
、
外
国
人
や
障
害

が
あ
る
人
も
安
心
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

⃝
�

便
利
な
機
能
も
プ
ラ
ス

・�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
の

閲
覧
、
公
共
施
設
の
予
約
な
ど

も
で
き
ま
す

⃝
�

利
用
方
法=

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
専
用
ア
プ
リ
「
ラ
イ
フ
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、

案
内
に
従
っ
て
居
住
地
を
設
定

◎�

�問
＝【
市
政
情
報
番
組「
知
っ
得

情
報
ク
ロ
ス
き
り
し
ま
」に
つ
い

て
】秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９
５

５
、【
き
り
し
ま
防
災
・
行
政
ナ

ビ
に
つ
い
て
】安
心
安
全
課
☎

（
64
）０
９
９
７

もう利用していますか

暮らしに役立つ
情報を発信中

アプリのインストールが難し
い人は、家族や友人と一緒に
挑戦してみよう

iOSAndroid

※�きりしま防災・行政ナビのインストールについては22ページ
をご覧ください。

Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
：
プ
ッ
シ
ュ
通
知
画
面

ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
：
き
り
防
ナ
ビ
の
ト
ッ
プ
画
面

ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
：
き
り
防
ナ
ビ
の
く
ら
し
情
報
画
面

Android

Lifevision Lifevision

iOS

キッズスペースには絵本やおもちゃも 炭酸水素塩泉の大浴場

ねむのき御膳4,400円（税込み、デザート・ドリンク、入浴料込み）

ライフビジョンアプリのアイコン FM きりしまアプリのアイコン
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歴
史
を
支
え
に
、

よ
り
大
き
な

明
か
り
を
と
も
す

森
の
門
番
・

な
ば
や
ま
さ
ん

森
の
中
に
入
る
と
、
整
然
と
並
べ
ら
れ
た
ほ
だ
木
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
香
り
始
め
る
頃
、
ほ
だ

木
か
ら
顔
を
出
し
始
め
る
シ
イ
タ
ケ
。
そ
の
森
の
恵
み
を
牧
園
町
で
育
て
続
け
て
60
年
余
り
に
な
る
の
が
、
首

藤
道
男
さ
ん（
78
）で
す
。
首
藤
さ
ん
は
シ
イ
タ
ケ
生
産
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
年
５
月
、
シ
イ
タ

ケ
生
産
者
と
し
て
県
内
で
初
め
て
特
用
林
産
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

「
昔
は
シ
イ
タ
ケ
の
こ
と
を『
な
ば
』と
呼
ん
で
ね
。
う
ち
み
た
い
な
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
は『
な
ば
や
ま
さ
ん
』っ
て
呼
ば
れ

て
い
た
よ
。
う
ち
に
は
な
ば
観
音
様
の
像
も
あ
る
よ
」と
シ
イ
タ
ケ
を
持
っ
た
観
音
像
を
大
切
に
し
て
い
る
首
藤
さ
ん
は
、

妻
・
咲
子
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
シ
イ
タ
ケ
生
産
を
専
業
で
行
っ
て
い
ま
す
。「
お
や
じ
が
シ
イ
タ
ケ
を
作
っ
て
い
た
か
ら
、
シ

イ
タ
ケ
生
産
者
に
な
る
こ
と
に
な
ん
の
疑
問
も
な
か
っ
た
。
自
分
の
腕
次
第
の
こ
の
仕
事
は
、
天
職
だ
と
思
っ
て
る
よ
」と

誇
ら
し
げ
に
話
し
ま
す
。
首
藤
さ
ん
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
本
格
的
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
始
め
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
本

場
・
大
分
県
で
技
術
を
学
ぶ
な
ど
研
さ
ん
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
首
藤
さ
ん
が
作
る
シ
イ
タ
ケ
は
、
品
評
会
で
何
度
も
最

優
秀
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
県
椎し

い

茸た
け

農
業
協
同
組
合
の
幹
事
を
務
め
る
な
ど
、
シ
イ
タ

ケ
の
振
興
や
後
進
の
育
成
に
も
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

シ
イ
タ
ケ
生
産
は
、
切
り
出
し
た
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
原
木
に
、
シ
イ
タ
ケ
菌
の
駒
を
打
っ
て
ほ
だ
木
に
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
ほ
だ
木
を
栽
培
に
適
し
た
場
所（
ほ
だ
場
）に
移
し
て
、
シ
イ
タ
ケ
を
育
て
ま
す
。
首
藤
さ
ん
の
ほ
だ
場

は
風
通
し
の
良
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
傾
斜
地
で
、
木
漏
れ
日
の
差
し
込
む
雑
木
林
の
中
。
収
穫
時
期
に
は
日
に
何
度
も
傾
斜

地
を
往
復
し
ま
す
。「
良
い
シ
イ
タ
ケ
を
作
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
良
い
環
境
が
大
事
。
楽
を
し
よ
う
と
し
て
作
業
が
し
や

す
い
平
坦
地
で
育
て
た
り
し
て
も
駄
目
だ
っ
た
ね
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
る
と
、
頑
張
っ
た
分
だ
け
良
い
シ

イ
タ
ケ
が
で
き
る
。
自
分
と
の
闘
い
だ
よ
」

一
度
原
木
を
切
り
出
し
た
木
は
、
次
に
使
え
る
ぐ
ら
い
ま
で
育
つ
の
に
約
20
年
か
か
り
ま
す
。「
最
近
は
せ
っ
か
く
出
た

芽
も
シ
カ
の
食
害
に
遭
っ
て
い
て
ね
、次
の
人
の
た
め
に
電
気
柵
を
し
て
森
を
守
る
よ
う
に
し
て
い
る
よ
。
山
で
木
が
育
ち
、

木
か
ら
落
ち
た
葉
が
土
を
豊
か
に
し
、
土
を
通
っ
た
水
が
川
か
ら
海
へ
と
流
れ
る
。
山
を
守
る
こ
と
が
錦
江
湾
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
る
ん
だ
。
自
分
の
こ
と
は
森
の
門
番
だ
と
思
っ
て
る
よ
」と
首
藤
さ
ん
は
目
を
細
め
ま
す
。

森
に
生
か
さ
れ
、
森
を
つ
な
い
で
き
た
首
藤
さ
ん
。「
こ
う
し
て
続
け
て
こ
れ
た
の
も
相
棒
が
支
え
て
く
れ
た
か
ら
。
二

人
で
続
け
ら
れ
る
限
り
シ
イ
タ
ケ
を
作
り
続
け
た
い
ね
」

Vol.196
THE SCENE

霧島に生きる

牧
園
町
出
身
。
万
膳
太
鼓

踊
り
保
存
会
会
長
や
堂
山
ホ

タ
ル
同
好
会
代
表
を
務
め
る
。

県
道
沿
い
に
ユ
ウ
ス
ゲ
や
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
を
植
栽
し
地
域
の

彩
り
も
守
る
。
牧
園
町
在
住
。

首
藤 

道
男
さ
ん（
78
）
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お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
の

全
国
一
斉
自
動
試
験
放
送

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

切
迫
し
た
事
態
が
発
生
し
た
と
き

に
、
国
か
ら
住
民
へ
自
動
的
に
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る「
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」の

試
験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
音
声
が
流
れ
ま
す
が
、

試
験
放
送
で
す
の
で
特
別
な
対
応

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
な
ど

に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
20
日（
水
）午
前
11

時
ご
ろ

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

市
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・�

11
月
25
日（
月
）本
会
議
初
日�

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

・�

12
月
３
日（
火
）本
会
議（
質
疑
、

議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

・�

12
月
４
日（
水
）～
６
日（
金
）本

会
議（
一
般
質
問
）

権
が
あ
る
県
民
の
中
か
ら
無
作
為

に
選
ば
れ
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
候
補
者
に
選
ば

れ
た
人
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
に「
候

補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

◎�

�問
＝【
裁
判
員
】鹿
児
島
地
方
裁
判

所
刑
事
部
裁
判
員
係
☎
０
９
９

（
２
２
２
）７
１
５
７
、【
検
察
審

査
員
】鹿
児
島
検
察
審
査
会
事

務
局
☎
０
９
９（
８
０
８
）３
７

１
９

◎�

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

無
許
可
の

家
庭
ご
み
回
収
業
者
に
注
意

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
は
、

市
の
責
任
に
よ
っ
て
適
正
に
処
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
の
委

託
や
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可

を
受
け
て
い
な
い
業
者
が
、
家
庭

ご
み
を
回
収
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

無
許
可
の
業
者
が
回
収
し
た
ご

み
を
、
山
林
な
ど
に
不
法
投
棄
す

る
悪
質
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

無
許
可
の
ご
み
回
収
業
者
を
利

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

６
１

火
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

11
月
９
日
か
ら
15
日
は
、
秋
の

火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。
寒
く

な
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
周
り
に
布
団
や
衣
類
と

い
っ
た
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
加
治
木
年
金
事
務
所
☎（
62
）

３
５
１
１

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

離
婚
し
た
場
合
、
２
人
の
婚
姻

期
間
中
の
厚
生
年
金
を
分
割
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
年
金
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

分
割
方
法
は
２
種
類
あ
り
、
離

婚
後
２
年
以
内
に
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
の
際

87
・
55
平
方
㍍

⃝
�

申
込
方
法
＝
入
札
参
加
申
込
書

を
財
産
管
理
課
に
提
出

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
６
日（
金
）

※�

詳
細
は
財
産
管
理
課
で
配
布
す

る
入
札
説
明
書
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝【
物
件
に
つ
い
て
】教
育
総

務
課
☎（
64
）０
７
０
６
、【
入
札

に
つ
い
て
】財
産
管
理
課
☎（
64
）

０
８
５
０

裁
判
員・検
察
審
査
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
ら

裁
判
員
は
刑
事
裁
判
に
参
加
し

裁
判
官
と
共
に
判
決
内
容
を
決
め
、

検
察
審
査
員
は
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
が
妥
当
か
を
審
査
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙

を
交
付
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
８
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
消
防
局
大
会
議
室

⃝
�

対
象
＝
市
内
に
在
住
か
通
勤
・

通
学
す
る
中
学
生
以
上

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料（
別
途
、テ
キ
ス

ト
代
２
１
０
０
円
が
必
要
）

⃝
�

申
込
期
間
＝
11
月
13
日（
水
）～

29
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
消
防
局
警
防
課
☎（
64
）

０
４
３
２

・�

12
月
20
日（
金
）本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

※�

開
会
は
午
前
10
時
。
日
程
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
さ

れ
、
過
去
の
一
般
質
問
は
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

市
民
健
康
講
座

■�
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を
守
る
取
り

組
み
～
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
い

う
視
点
か
ら
～

⃝
�

日
時
＝
12
月
14
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午
（
開
場
＝
午
前
９
時

30
分
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
ハ
ウ
ジ
ン
グ
シ
ビ�

ッ
ク
ホ
ー
ル
（
市
多
目
的
ホ
ー

ル
）

⃝
�

講
師
＝
竹
田
尚
登
さ
ん
（
鹿
児

島
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
所
ハ�

ー
ト
・
ピ
ー
ス
公
認
心
理
師
・

臨
床
心
理
士
）

⃝
�

定
員
＝
２
０
０
人

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

※�

手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
希
望
の
人
は
、
11

月
29
日（
金
）ま
で
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で

簡
単
に
年
金
記
録
を
確
認

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
。

自
分
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額

を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す

る
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
、
年
金
見
込
額
の
試

算
も
で
き
ま
す
。

詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

全
て
の
住
宅
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て
、
日

頃
か
ら
作
動
確
認
な
ど
の
維
持
管

理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
自
主
回
収
対

象
品
に
該
当
し
て
い
な
い
か
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
消
防
局
予
防
課
☎（
64
）０

４
３
３

市
有
物
件
を
売
却
し
ま
す

■
物
件

⃝
�

地
番
／
地
目
／
面
積
＝
隼
人
町

神
宮
一
丁
目
２
１
９
５
－
４
外

／
宅
地
／
３
５
８
・
71
平
方
㍍

⃝
�

建
物
＝
昭
和
60
年
築
、
木
造
セ

メ
ン
ト
瓦
ぶ
き
平
屋
建
て
、
居

宅（
教
職
員
住
宅
）、
建
築
面
積

は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
予
約

の
上
、
早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◎�

�問
＝
加
治
木
年
金
事
務
所
☎（
62
）

３
５
１
１募

　
集

上
級
救
命
講
習
会

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
、
応
急
手
当
法
、
搬
送
法
を

学
び
ま
す
。
修
了
者
に
は
修
了
証

みぞべ秋まつり
馬踊り、スタンプラリー、スポーツ体験な

どの催しやキッチンカーの出店、農産品の販
売があります。みぞべ文化祭も同日開催します。
◦�日時＝11月23日（土・祝）午前10時～午後3

時
◦�場所＝みそめ館（溝辺町麓3391）周辺
�問＝�実行委員会（溝辺総合支所地域振興課内）
☎（59）3115

■自由部門
霧島市の四季に富んだ自然風景、伝統行事、祭り、景色、産業、人々

の暮らし、環境、ジオパークなどを撮影した写真を募集します。

■エアポート部門
飛行機、空港で働く人々、出会い、別れなど鹿児島空港の魅力を撮影

した写真を募集します。

◦�応募規定＝令和５年１月１日から令和７年２月14日までに撮影した
未発表の作品。規格はカラープリント四つ切り、ワイド四つ切り。被
写体が人物の場合は本人の承諾を得たもの。組写真、合成写真、著し
く加工した作品は不可

◦�応募点数＝各部門1人5点以内
◦�出品料＝１点目1,000円、２点目以降１点につき500円、学生は無料
（学生証の写しが必要）

◦�応募期間＝１月14日(火) ～２月14日(金)必着
※�入賞作品の著作権は撮影者に帰属しますが、市は撮

影者に同意を得た上で、市の出版物・ホームページ・
その他の刊行物に無償で掲載できるものとします。

�問・�申＝�スポーツ・文化振興課  ☎(64)0710

消防職員の活動に
ご理解とご協力をお願いします
■コンビニエンスストアなどの利用について

市消防局では、救急出動の増加により救急隊員が休憩や食事などの時
間を確保できない状況が発生します。連続する出動や長時間の活動によ
り消防署に戻ることができない場合、職員がコンビニエンスストアなど
を利用することがあります。

■サングラス着用について
消防車、救急車などの運転やは

しご車などを操作する場合におい
て、直射日光の影響で、安全運転
や現場活動に支障が出ることが考
えられます。

安全に活動するため、職員がサ
ングラスを着用することがありま
す。
�問＝�消防局総務課  ☎（64）0431

（エアポート大賞）
月を従えて  山田 宏作

（きりしま大賞）
棚田の小宇宙  山下 英明

きりしまフォトコンテスト
作品募集

市ホームページは
こちら

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提
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相
　
談

12
月
の
定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
事
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

・�

12
月
３
日（
火
）午
前
10
時
～
正

午
／
横
川
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー

／
横
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
72
）０
５
８
２

・�

12
月
９
日（
月
）午
前
10
時
～
正

午
／
隼
人
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
第
３
会
議
室
／
隼
人
地
域

振
興
課
☎（
42
）１
１
１
２

・�

12
月
19
日（
木
）午
前
10
時
～
正

午
／
溝
辺
総
合
支
所
小
研
修
室

／
溝
辺
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
59
）３
１
１
５

◎�

�問
＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９

１
６

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談

遺
言
、
相
続
、
登
記
地
目
の
変

更
や
各
種
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、
行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
予
約
不
要
）

⃝
�

日
時
＝
11
月
27
日（
水
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
共
通
ロ
ビ
ー

◎�

�問
＝
行
政
書
士
会
霧
島
支
部【
古

藤
】☎
０
８
０（
５
２
５
７
）５
８

３
１

た
人

⃝
�

試
験
日
＝
１
月
25
日（
土
）・
26

日（
日
）

⃝
�

試
験
会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分

駐
屯
地

⃝
�

申
込
期
限
＝
１
月
16
日（
木
）

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

☎・
（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９

９
－
４
３
９
４
国
分
中
央
３
－

45
－
１

⃝
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
初
め
て
参

加
す
る
成
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
12
人

⃝
�

参
加
料
＝
５
０
０
円

⃝
�

必
要
な
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
マ
ス
ク

⃝
�

受
付
＝
11
月
15
日（
金
）午
前
８

時
15
分
か
ら

◎�

�問・�申
＝
市
施
設
管
理
公
社
☎

（
64
）０
９
２
１

年
末
調
整（
年
調
減
税
事
務
）

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

今
年
の
年
末
調
整
は
定
額
減
税

額
の
控
除
に
係
る
年
調
減
税
事
務

を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
事
務

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
を
希

望
す
る
人
は
予
約
が
必
要
で
す
。

定
額
減
税
の
詳
細
は
、
定
額
減

税
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝
�

期
日
＝
11
月
25
日（
月
）・
27
日

（
水
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分
、
午
後
２
時
～
３
時

⃝
�

場
所
＝
加
治
木
税
務
署
（
姶
良

市
加
治
木
町
諏
訪
町
13
）

⃝
�

定
員
＝
各
先
着
20
人

※�

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
、
自
衛

官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
国
分
地
域
事
務
所
☎

（
45
）１
８
３
６

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

■
中
国
文
化
講
座

家
族
と
の
関
わ
り
方
や
生
活
習

慣
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
20
日（
水
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
19
日（
火
）

■
北
米
北
欧
ト
ー
ク

国
際
交
流
員
の
出
身
地
・
ア
メ

リ
カ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と
出
生

地
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
、
冬
の
過
ご

し
方
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
28
日（
木
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
27
日（
水
）

【
共
通
事
項
】

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
研
修
室

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

定
員
＝
先
着
25
人

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

◎�

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

桷か
く

志い

田だ

武
道
館

（
国
分
武
道
館
）

■
や
さ
し
い
ヨ
ガ

⃝
�

期
間
＝
12
月
５
日
～
１
月
９
日

（
全
て
木
曜
・
全
４
回
）

◎�

�問・�申
＝
加
治
木
税
務
署
☎（
62
）

２
１
６
１

上
野
原
縄
文
の
森
イ
ベ
ン
ト

■
門
松
作
り

新
年
に
向
け
て
、
親
子
で
協
力

し
な
が
ら
門
松
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
22
日（
日
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
体
験

広
場

⃝
�

対
象
＝
小
学
生
以
上
と
保
護
者

⃝
�

定
員
＝
15
組（
２
人
１
組
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
�

参
加
料
＝
１
組
２
５
０
０
円

（
材
料
代
込
み
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
29
日（
金
）

◎�

�問
＝
上
野
原
縄
文
の
森
☎（
48
）

５
７
０
１

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生

⃝
�

入
隊
時
期
＝
４
月
上
旬

⃝
�

応
募
資
格
＝
令
和
７
年
４
月
１

日
現
在
、
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

中
学
校
を
卒
業（
見
込
み
可
）し

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

⃝
�

対
象
＝
成
人（
高
校
生
を
除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
14
人（
３
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
２
６
４
０
円

⃝
�

受
付
＝
11
月
21
日（
木
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
福
山
黒
酢
桷
志
田
パ 

ー
ク（
国
分
運
動
公
園
）☎（
46
）

４
３
９
８

サ
ン
・
あ
も
り

■
心
と
体
の
健
康
Ｙヨ

ガ

Ｏ
Ｇ
Ａ
講
座

⃝
�

期
間
＝
12
月
３
日
～
１
月
14
日

（
全
て
火
曜
・
全
６
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
成
人
女
性（
高
校
生
を

除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
25
人（
10
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
３
３
０
０
円

⃝
�

必
要
な
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

そ
ば
打
ち
体
験

⃝
�

日
時
＝
12
月
７
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
１
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
営
農
研
修
セ
ン

タ
ー（
国
分
広
瀬
２
－
20
－
２
）

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

錦
江
湾
奥
お
で
か
け
情
報

錦
江
湾
奥
会
議
を
構
成
す
る
ま
ち
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

太鼓演奏や、姶良市産黒毛和牛の
試食会、チェーンソーアートなど
のイベントが盛りだくさんです。
◦�日時＝11月17日（日）午前９時30分

～午後３時
◦�場所＝蒲生小学校校庭（姶良市蒲生

町上久徳2252）
�問＝姶良市商工観光課

☎0995（66）3145

2010年から始まった大野原いき
いき祭りも今年で最後。垂水市の
冬の特産品「つらさげ芋」も販売予
定です。
◦�日時＝12月1日（日）午前10時～午

後２時
◦�場所＝高峠つつじケ丘公園ログハ

ウス・公園駐車場
�問＝森

もりんちゅ

人くらぶ ☎0994（45）7021

日本一大楠どんと
秋まつり

大
う の ば い

野原いきいき祭り
2024

姶良
市

垂水
市

◦�対象＝パソコンなど操作初心者  ※申し込み多数の場合は抽選。
◦�申込方法＝【往復はがき(1講座1枚)】講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入し郵

送、【FAX】講座番号、講座名、住所、氏名、電話・ファクス番号を記入し送信、【窓口】申込
用紙に記入し、普通はがきと併せて提出、【インターネット】申し込みフォームから

申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
は

こ
ち
ら

講座番号 講　座　名 日　　　時 定員 受講料 申込期限（必着）

13 第２回iPhone・iPad基礎講座 12/6(金)
9：30～15：30 10人 500円 11/22（金）

4 第４回パソコン基礎講座 12/10(火) ・11(水)
9：30～15：30 20人 1,000円 11/26（火）

38 アカウント活用基礎講座 12/17(火) ・18(水)
18:30～20:30 10人 500円 12/3（火）

※�錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図る取り組みです。

◦�募集期間
12月２日（月）～２月７日（金）

※�各学校の状況に応じて、期限前に受け
付けを終了することがあります。

◦�申込方法＝必ず体験入学（学校見学）を
した上で、学校教育課に直接

※�新小学１年生は、申し込み時に子ども
も同伴。

※�申込書は学校教育課、各特認校で配布
しています（市ホームページからもダ
ウンロード可）。継続の申し込みは各
特認校から個別に案内します。

※�体験入学（学校見学）の期間は学校によ 
って異なります。現在通学する学校の
校長を通じて、希望する特認校に連絡
してください。新小学１年生は入学予
定校に連絡の上、希望する特認校に連
絡してください。
◦�入学・転入学の条件
◦�令和７年４月１日現在で市立小・中学

校に籍があり、１年を通じて通学でき
ること（年度途中での転出は原則不可）

◦�保護者が小規模校での教育を理解・賛
同し、現在通学する学校や特認校の学
級編制などに支障がないこと

◦�保護者の責任で安全な通学が可能で、
特認校での学校行事、PTA活動や子ど
も会活動、地域の活動などに積極的に
関わることができること

※�特認校から特認校への転入学はできま
せん。

※�条件によっては、希望に添えない場合
もあります。

小規模校で学びませんか

令和７年度
特認校生

一定の条件の下、市内の小中学生が小規模校へ特
別に入学・転入学できる制度です。住所は変更せずに、
自宅からの通学です。距離により通学補助があります。

学校名 所在地 電話番号 児童生徒数
木原小学校 国分郡田3592 49-3106 20人（3学級）
川原小学校 国分川原2654 45-3688 7人（3学級）
塚脇小学校 国分上之段2284 48-2211 6人（3学級）

竹
た か ぜ

子小学校 溝辺町竹子859 59-2832 22人（4学級）
佐々木小学校 横川町下ノ920-6 72-9022 5人（2学級）
中津川小学校 牧園町上中津川1282 77-2429 14人（3学級）
持松小学校 牧園町持松11 77-2421 8人（3学級）
永水小学校 霧島永水3811 57-0367 31人（5学級）
小浜小学校 隼人町小浜4774 42-0501 34人（6学級）

中福良小学校 隼人町嘉例川1831-1 43-9232 9人（3学級）
福山小学校 福山町福山2962-1 55-2030 4人（2学級）
木原中学校 国分郡田3592 49-3106 22人（3学級）

特認募集校と児童生徒数（令和６年5月1日現在）

� �問・�申＝学校教育課  ☎（64）0707

定額減税特設
サイトはこちら

申し込みフォーム
はこちら
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図書館へ行こう
スマホ用 携帯用 インスタグラム

https://www.lib-kirishima.jp/

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Letter

目
の
愛
護
デ
ー
特
集
は
と
て
も

タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で
し
た
。
年

齢
に
よ
る
老
眼
な
の
か
、
普
段
の

目
の
使
い
過
ぎ
な
の
か
、
日
常
生

活
を
顧
み
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
の
『
ア
イ
』
棒
を
大

切
に
し
て
、上
手
に
長
く
付
き
合
っ

て
い
き
た
い
で
す
。（
み
っ
ち
ゃ
ん

47
歳
）

●

特
集
記
事
を
読
ん
で
、
ス
マ
ホ

老
眼
と
い
う
も
の
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
ス
マ
ホ
ば
か
り
見
て
い

る
子
ど
も
に
は
、
広
報
誌
を
見
せ

て
「
気
を
つ
け
て
ね
」
と
伝
え
た

く
な
り
ま
し
た
。（
と
し
69
歳
）

●

最
近
注
目
を
さ
れ
て
い
る
ス
マ

ホ
老
眼
。
大
人
だ
け
で
な
く
若
年

層
に
も
広
く
及
ん
で
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
も
う
す
で
に
老
眼

で
不
便
を
感
じ
て
い
る
私
に
と
っ

て
は
驚
き
で
す
。
視
力
低
下
が
ど

ん
な
に
大
変
な
こ
と
か
。
大
人
も

子
ど
も
も
対
策
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
Ｙ
・

Ｕ
72
歳
）

▼
目
が
悪
く
な
っ
て
初
め
て
目
の

大
切
さ
に
気
付
き
ま
す
。
眼
鏡
や

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
着
け
な
い

生
活
に
戻
り
た
い
と
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、
定
期
的
に
検
診
も
受
け

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
広
報
紙
10
月

号
で
ア
イ
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
。

を
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
少
し
前
、
妻
の
友
人
の

田
ん
ぼ
の
手
伝
い
に
数
日
出
か
け

ま
し
た
。
収
穫
前
の
「
ひ
え
」
取

り
で
す
。
妻
も
私
も
初
め
て
の
経

験
で
、
翌
日
は
体
の
あ
ち
こ
ち
が

痛
い
こ
と
痛
い
こ
と
。
こ
ん
な
に

苦
労
し
て
育
て
た
お
米
。
一
粒
一

粒
を
大
切
に
食
べ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（
満
天
67
歳
）

▼
新
米
の
炊
き
た
て
の
ご
飯
は
ひ

と
味
も
ふ
た
味
も
違
い
ま
す
よ
ね
。

皆
さ
ん
も
食
べ
過
ぎ
に
は
ご
注
意

を
。広

報
誌
、
毎
回
表
紙
が
季
節
に

合
っ
て
い
て
き
れ
い
で
す
ね
。
ミ

若
者
が
議
員
と
な
っ
て
開
催
さ

れ
る
青
少
年
議
会
は
興
味
深
い
取

り
組
み
で
す
。
彼
、
彼
女
た
ち
が
、

一
回
限
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

は
な
く
、
継
続
的
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

な
課
題
と
そ
の
背
景
や
解
決
の
難

し
さ
な
ど
に
関
心
を
持
つ
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。（
Ｅ
・
Ｓ
44
歳
）

▼
市
政
情
報
な
ど
を
毎
月
発
信
し

て
い
る
広
報
誌
。
若
者
に
も
読
ん

で
も
ら
い
、
市
の
現
状
や
課
題
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
。

朝
夕
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
ま
し

た
ね
。
実
り
の
秋
、
お
い
し
い
物

ラ
イ
ワ
ク
ワ
ー
ク
の
記
事
も
、
元

気
な
若
者
た
ち
が
活
躍
し
て
い
る

こ
と
が
う
れ
し
く
て
「
頑
張
っ
て

ね
」
と
応
援
し
た
く
な
り
ま
す
。

次
世
代
農
家
探
訪
も
、
同
じ
く
若

者
が
し
っ
か
り
と
地
に
足
を
付
け

て
働
い
て
い
る
の
が
す
ご
い
な
と

感
心
し
て
い
ま
す
。（
福
助
51
歳
）

▼
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
霧
島
の

人
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で

お
楽
し
み
に
。

こ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
お
便
り

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
誌
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2024.11

前
田
智
子
さ
ん（
国
分
）

今
月
の
絵
手
紙

絵手紙を募集しています。住所、氏名、電話番号を明記して
秘書広報課まで郵送ください。

本誌への感想、霧島市への思いなど、たく
さんの声をお寄せください。お便りはとじ
込みのはがき、市ホームページからお送り
ください。

今野 敏　著
幕府は開国を求めるアメリカの艦
隊司令長官・ペリーの対応に苦慮
していた。小姓組番士・永井尚志
は、対外政策を担う海防掛に抜て
きされ、未曽有の国難に立ち向かう。

今井 ようこ・藤沢 かえで　著
タルト・タタンやアップルパイなど
の定番から、ソーダブレッドやり
んご飴、欧州の伝統菓子まで、リ
ンゴを使ったお菓子55品のレシ
ピを手順写真付きで紹介します。

佐東 しお　著
他人の暮らしに入り込む仕事。介
護ヘルパーが寄り添う家庭の事情、
命の期限。認知症の親と障害のあ
る息子を介護しながら、介護ヘル
パーとして働く著者がつづる実話。

五味 太郎　作
「旅行に行ってきまーす！留守番、
よろしく！」と出かけたのは、なん
と「おうち」。見る物、聞く物みん
な初めてで楽しい事ばかり。み
んなも一緒に旅行に行きましょう。

新 刊 紹 介

海
風

り
ん
ご
の
お
菓
子
づ
く
り

介
護
ヘ
ル
パ
ー

ご
た
ご
た
日
記

り
ょ
こ
う
に
い
こ
う
！

イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所
赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 12月２日（月）  10：30 ～ 11：30

国分図書館幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 12月７日（土）  10：30 ～ 11：30

ほるとの森おはなし会 12月14日（土）  14：30 ～ 15：00

きりしま読書会 12月22日（日） 10：30 ～ 11：30［成人］
問=池田  ☎090（1874）1086

メディア
センター

おはなしの部屋
11月17日（日）  11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
12月６日（金）  11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
12月８日（日）  11：00 ～ 11：30［幼児］

隼人図書館

読み聞かせの時間 毎週水曜 11：00 ～ 11：20［幼児］ 横川図書室

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3391
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（76）2714
霧島図書室／☎（57）0316
福山総合支所地域振興課／☎（56）2012

市内７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください

新刊紹介
再生可能エネルギーの「現実」と「未来」がよくわかる本／市村拓斗
まぼろしの女／織

おり

守
がみ

きょうや
クロニクル千古の闇８ 皮はぐ者／ミシェル・ペイヴァー
江戸の家計簿／磯田道史
島津氏と薩摩藩の歴史／五味文彦
勘定科目と仕訳がわかる本／渋田貴正
歳をとった親とうまく話せる言いかえノート／萩原礼紀
ハンドケア＆マッサージ／池田明子
フェルトで作る、おままごとの布絵本／アップルミンツ
ヘレン・ハイド 追憶の日本／沼田英子
特別報道写真集 パリオリンピック2024／共同通信社
くまくまパンまつり／西村敏雄
ちゃっけがいる移動図書館／髙森美由紀
透明都市／リリア・アセンヌ
混植の本／フロップデザイン
みきのミキサーごはん／藤原美紀・土方裕美・岩波君代
野草・山菜・きのこ図鑑／茸本朗・ＨＳ
３秒で心をつかむショート動画の作り方／マーク
あの鐘を鳴らしたのはわたし／秋山気

き

清
せい

怪活倶
く

楽
ら

部
ぶ

／永良サチ

おはなし会
◦�日時＝12月７日（土）午前10時～11時30分
◦内容＝絵本の読み聞かせ、工作など
�問＝横川図書室  ☎（72）1596

�問＝隼人図書館  ☎（43）7574

蔵書点検のため、次の期間図書館の利用はできません。
◦期間 =11月18日（月）～22日（金）
※�休館中の予約図書の受け取り・返却は貸し出しロッ

カー・返却ポストを利用ください。

隼人図書館
休館の
お知らせ

横川図書
室
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◎人口／ 123,127人（-105）  ◎世帯数／ 62,884世帯（-50）
・男性／59,653人（-73） ・女性／63,474人（-32） ・出生58人 ・死亡121人 ・転入261人 ・転出293人	 （令和６年10月１日現在）

稲
刈
り

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ

て
、
お
米
の
価
格
が
急
騰
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
急
に
値
上

が
り
す
る
と
、
私
た
ち
の
生
活

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す

が
、
耕
作
者
の
生
産
意
欲
が
維

持
で
き
る
価
格
で
安
定
し
て
く

れ
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
の
学
校
給
食
で
提
供
す

る
ご
飯
は
、
今
年
度
か
ら
全
て

霧
島
市
産
の
お
米
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
来
年
度
は
お
米
の
価

格
も
上
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
給
食
費
の
値
上
げ
を

す
る
こ
と
な
く
、
地
産
地
消
に

つ
な
が
る
こ
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

先
日
は
、
わ
が
家
で
も
稲
刈

り
を
し
ま
し
た
。
衆
議
院
の
解

散
を
は
じ
め
突
発
的
な
業
務
も

あ
っ
て
、
田
ん
ぼ
と
仕
事
を
行

っ
た
り
来
た
り
の
中
で
の
稲
刈

り
で
し
た
。
近
年
は
父
が
機
械

担
当
、
私
た
ち
は
も
っ
ぱ
ら
も

み
を
運
ぶ
係
で
し
た
が
、
先
述

の
理
由
で
な
か
な
か
は
か
ど
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
校
一
年

生
に
な
っ
た
息
子
が
、
よ
う
や

く
一
人
前
の
仕
事
を
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
後
の
わ
ら
は
、

市
内
の
畜
産
農
家
に
持
っ
て
い

っ
て
も
ら
い
、
春
に
堆
肥
を
入

れ
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
稲
作
り
頑
張
り
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

ED
IT

O
R

'S

また、来年も（福山町福山）
令和５年12月５日 午後３時29分

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

イチョウの葉は水分を多く含んでいる
ため、燃えにくい性質があります。そ
の特性を生かして、神社や学校で古
くから防火林の役目を果たしてきまし
た。福山町の宮浦宮境内にある夫

め お と

婦
イチョウの一本も寛政３（1791）年の大
火で被害を受けましたが、今も変わらず
黄色の粧

よそお

いを見せてくれます。困難に
遭っても樹齢1000年以上といわれる大
樹のようにたくましくありたいです（東）

【撮影データ】

デジタルカメラ  レンズ18～ 135mm・F3.5-
5.6　1/160秒　F4　ISO640

↑アプリのダウンロードは
こちらから。フィーチャー
フォンは通知機能のみ利用
できます

きりしま防災・
行政ナビ

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Ｘ（旧Twitter）

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

アプリのアイコン

Android

Lifevision Lifevision

iOS

11PRESENTS

国
分（
国
府
）様
や
国
分
御
上
様
な
ど
と
呼
ば

れ
た
亀
寿
は
、
寛
永
７（
１
６
３
０
）年
に
60

歳
で
死
去
す
る
ま
で
、
舞
鶴
城
に
住
ん
で
い

た
の
で
す
。

夫
と
別
居
し
た
後
も
、
島
津
家
の
嫡
女
と

し
て
権
威
を
保
持
し
て
い
た
亀
寿
は
、
姉
・

御お

平ひ
ら

の
孫
娘
が
家
久
の
側
室
と
し
て
生
ん
だ

子
・
光み

つ

久ひ
さ

を
養
子
に
し
て
次
期
当
主
に
指
名
。

義
久
の
血
を
引
く
光
久
は
、
第
２
代
藩
主
と

し
て
薩
摩
藩
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

夫
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
亀
寿
で
す
が
、

人
質
と
し
て
の
島
津
家
へ
の
貢
献
や
、
嫡
女

と
し
て
の
権
威
か
ら
、
島
津
家
の
歴
代
夫
人

の
中
で
も
別
格
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
鹿
児

島
の
歴
史
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
姫
君
が

後
半
生
を
過
ご
し
た
舞
鶴
城
。
城
跡
の
石
垣

と
亀
寿
の
館
の
門
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
朱あ

か

門も
ん

が
、
往
時
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

（
文
責
＝
堀
之
内
）

室
ら
と
と
も
に
脱
出
。
薩
摩
に
帰
国
す
る
義

弘
と
合
流
し
、
帰
国
を
果
た
し
ま
し
た
。
亀

寿
は
こ
の
時
、
富
隈
城（
隼
人
町
）に
居
住
し

て
い
た
義
久
と
対
面
し
て
い
ま
す
。

帰
国
後
、
正
室
と
し
て
家
中
で
重
き
を
な

し
た
亀
寿
で
し
た
が
、
家
久
と
は
不
仲
で
子

は
で
き
ず
、
家
督
を
巡
っ
て
次
第
に
対
立
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。

国
分
様

慶
長
９（
１
６
０
４
）年
に
国
分
の
舞
鶴
城

へ
移
っ
て
い
た
義
久
が
病
気
に
な
る
と
、
家

久
は
義
久
の
看
病
を
名
目
に
亀
寿
を
舞
鶴
城

に
移
し
、
慶
長
16（
１
６
１
１
）年
に
義
久
が

死
去
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
別
居
し
ま
し
た
。

大
隅・
日
向
の
三
州
統
一
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
九
州
制
圧
ま
で
あ
と
一
歩
の
勢
い
で
し

た
が
豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
、
剃て

い

髪は
つ

し
て
降
伏
。

天
正
15（
１
５
８
７
）年
、
秀
吉
に
恭
順
の
意

を
示
す
た
め
の
人
質
と
し
て
京
に
赴
い
た
の

が
、
義
久
の
三
女
・
亀
寿
で
し
た
。
翌
年
帰

国
を
許
さ
れ
た
亀
寿
は
ほ
ど
な
く
し
て
、
叔

父
・
義よ

し

弘ひ
ろ

の
子
で
あ
る
久ひ

さ

保や
す

と
結
婚
し
ま
し

た
。
義
久
に
は
息
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
亀

寿
が
事
実
上
の
跡
取
り
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、

久
保
は
入
り
婿
と
し
て
次
期
当
主
の
立
場
を

得
ま
し
た
。

御お

上か
み

様さ
ま

結
婚
後
、
御
上
様（
於
上
様
）と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
亀
寿
と
久
保
の
夫
婦
仲
は
、

と
て
も
良
好
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
禄
元（
１
５
９
２
）年
、
久
保
は
秀
吉
の
命

に
よ
り
文
禄
の
役
で
朝
鮮
に
出
兵
し
、
亀
寿

は
再
び
人
質
と
し
て
京
へ
と
向
か
い
ま
す
。

翌
年
、
久
保
が
朝
鮮
で
病
死
し
て
し
ま
う
と
、

亀
寿
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
久
保
の
弟
・
家
久

と
再
婚
。
家
久
は
次
期
当
主
の
座
に
就
き
ま

し
た
。

亀
寿
の
人
質
生
活
は
そ
の
後
も
続
き
ま
す

が
慶
長
５（
１
６
０
０
）年
、
関
ケ
原
の
戦
い

で
、
同
じ
く
人
質
と
な
っ
て
い
た
義
弘
の
正

10
月
４
日
、
鹿
児
島
市
立
美
術
館
の
庭
に

あ
る
石
像「
じ
め
さ
あ
」の
化
粧
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
石
像
は
、
島
津
家
第
十
八

代
当
主
で
薩
摩
藩
初
代
藩
主
で
あ
る
島
津
家い

え

久ひ
さ

の
正
室
・
亀か

め

寿じ
ゅ

の
像
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

じ
め
さ
あ

「
じ
め
さ
あ
」と
は
、
亀
寿
の
法
名「
持じ

明み
ょ
う

院い
ん

」を
鹿
児
島
弁
で
言
い
表
し
た
も
の
で
す
。

亀
寿
は
器
量
に
優
れ
な
か
っ
た
も
の
の
心
優

し
い
人
柄
で
、
人
々
か
ら
慕
わ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
像
に
つ
い
て
は
、
持
明
院
の
縁ゆ

か
りの

寺
・
大
乗
院
に
あ
っ
た
白
地
蔵
で
あ
る
と
い

う
説
や
、
風
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た

石
像
で
あ
る
と
い
う
説
も
。
本
当
に
亀
寿
の

石
像
で
あ
る
か
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、

現
代
で
も「
じ
め
さ
あ
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

命
日
の
10
月
５
日
ご
ろ
に
な
る
と
供
養
の
た

め
、
鹿
児
島
市
の
職
員
が
化
粧
直
し
を
行
う

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

亀
寿島

津
家
十
六
代
当
主
義よ

し

久ひ
さ

は
、
三
人
の
弟

た
ち
と
共
に
戦
国
時
代
の
混
乱
か
ら
薩
摩
・

The gatew
ay to local history

舞
鶴
城
の

姫
君

◎�秘書広報課にお便りをくださった方の中から抽選で、霧島神話の里公園㈱よりブルーベリー
ジュース・ドレッシング・黒豚みそのセットを５人にプレゼント。応募締め切りは11月19日（火）
当日消印有効です。※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

優しく「大丈夫だよ」と言われたとて、どうにもならない写真撮影。広
報担当になるとカメラの知識をさらっと習い、素人同然の技術で

現場に向かいます。中でもハードルの高さを感じるのが表紙撮影。き
りしまフォトコンテスト作品のレベルに達するのはいつの日か…（西）

シイタケだけでなく花やホタル、万膳太鼓踊りと愛情を注ぐ首藤さ
ん。取材に伺うと、夫

め お と

婦漫才のような掛け合いに笑いっぱなしで
した。シイタケにとってお二人も心地良い環境の一部なんだろうな。首
藤家定番料理・シイタケのみそ煮もほっとするおいしさでした（伊地知）

秋への移ろいを感じることの一つに「音」があります。以前はスズム
シやマツムシのきれいな鳴き声があふれていたように思いますが、

今では生息地や個体数減少が懸念されているそう。目に入る紅葉や味
を楽しむ秋の食材だけでなく、耳で感じる秋も風情がありますね（東）

いつの間にか朝晩に肌寒さを覚えるようになりました。表紙は福山
町の宮浦宮にある有名な夫婦イチョウの昨年の様子です。これか

ら秋の深まりとともに市内各地でコスモスや紅葉が見頃を迎えます。温
泉などもいい季節。一枚羽織って秋を見つけに出かけましょう（冨久）

舞鶴城跡の朱
あか

門
もん

（国分小学校）

じめさあの石像（鹿児島市立美術館）

霧島田口2583-22  ☎（57）1711  営業時間／午前９時～午後５時　年中無休
https://www.shinwanosato.jp

標高670mの展望台からの大パノラマ。遊覧リフトやパターゴルフ、 
スーパースライダーなどで遊び、レストラン「神の蔵」でお食事、お 
土産屋「神の幸」でお買い物と、１日ゆっくりとお楽しみいただけます。
天候の悪い日は閉園する場合がありますので、お問い合わせください。

霧島神話の里公園

開園30周年
記念

ブルーベリージュース・ドレッシング・
黒豚みそセットをプレゼント

神話の里公園 検索
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